
第６３回甲賀市入札監視委員会の結果について 

 

第６３回甲賀市入札監視委員会が開催され、その審議結果及び概要は以下のとおりです。 

 

 

１．開催日    令和８年２月３日（火） １０時００分から１２時３０分まで 

 

２．開催場所   甲賀市役所 ３階 会議室３０１ 

 

３．出席委員   委員長 池本壽志、坂田雅夫、田村衛、寺田カオル、福井理哉 

事務局職員  総務部長 山本英司、総務部次長 菊田勲夫 

契約検査課長 中村隆博、同課長補佐 片木伸行、同係長 北村大吾、 

同主査 澤里美 

 

４．市民憲章唱和 

 

５．あいさつ（池本委員長） 

 

６．発注工事等の説明 

甲賀市の発注方式と発注工事等を事務局より説明 

 

７．審議案件 

①審査対象 

・入札期間  令和７年 ８月 １日 から 令和７年１１月３０日 

・落札件数  工事２２件、委託１０件、物品１件  

・金額    契約金額１，０００万円を超えるもの（共通３種別） 

 

②抽出事案と審議結果 

抽出事案５件の入札及び契約手続きの運用状況等の審議結果については、適正と判断

されました。なお以下のとおり検討事項としての意見が付されました。 

 

・令和７年度 第 ４５号 信楽小学校改築（１期）工事（電気設備工事） 

（意見）電気設備が主な施工であるにもかかわらず、詳細が不明瞭である。 

入札の透明性を確保するため、工事概要には建築・電気・機械の業種ごとに施工

内容を明確に記載するよう検討されたい。 

 

・令和７年度 第 ５７号 交通安全施設修繕工事 

（意見）最低制限価格に応札が集中し、くじ引きで落札者が決まる事態となっている



が、契約審査委員会において現状を改善できるよう検討されたい。 

   

・令和７年度 第２３２号 甲賀市（流域・土山）公共下水道事業計画変更支援業務委託 

（意見）指名競争入札を実施する際の選定基準の策定及び根拠整理を徹底されたい。

また、本件は指名競争入札で実施されたが、専門性や技術力等を含めた総合的

に判断する必要がある業務のため、プロポーザル方式での実施も検討されたい。 

 

・令和７年度 第 ５１号 上下内視鏡システム購入 

（意見）院内の委員会が把握する業者レベルを聞き取るなど、指名業者の選定を適正

な数に絞り込むべきである。契約審査委員会において妥当な指名範囲を審議・

決定するよう検討されたい。 

 

・令和７年度 第２９４号 登記課税データクレンジング等業務委託 

（意見）「データ変換業務」と「登記履歴管理システム構築」を同一業務で一体化し

て発注しているが、分離せずに同一業者に委託しなければならない理由を整理

されたい。また、特定業者の特許技術がシステム構築に関連するのか、安易な

一括発注が競争性を阻害していないか検証されたい。  

 

８．指名停止の状況報告 

・対象案件なし 

 

９．その他 

  第６２回審議において出された課題について報告 

 

１０．閉会 

あいさつ（山本部長） 

 


